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笹生 明  日  香 さん
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写真／高校生ボランティアサーク
ル「さんたくろ〜す」のメンバー
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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページにも掲
載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれでも
見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことができるよ
うに工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

今月の

表　紙

収穫祭で「赤い羽共同募金」
を呼びかける高校生ボラン
ティア

　11月３日、いいで秋の収

穫祭が行われました。高校

生ボランティアサークル

「さんたくろ～す」のメン

バーは、赤いジャンパーを

着て祭りの来場者に赤い羽

根共同募金への協力を呼び

かけていました。12月にな

ると、町内の一人暮らしの

方々に送るための年賀状づ

くりを始めます。

　現在、メンバー全員が高

校３年生。

誰かのために頑張る
高校生

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

www.town.iide.yamagata.jp

Contents



飯豊町長に聞く

町のかじ取り役

広報いいで 2012/11/83

　任期満了による飯豊町長選挙は10月18日に告
示され、同日午後５時に立候補届け出受け付け
が締め切られた。現職の後藤幸平氏（萩生）の
他に届け出がなく、無投票が決まった。24日の
選挙会を経て当選が確定した。
　後藤町政の２期目が11月７日からスタート。
町のかじ取り役としての抱負を聞いた。
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後藤幸平（ごとう・こうへい）
▶昭和26年１月生まれ。現
在61歳。▶萩生在住▶昭和
49年早稲田大学社会科学部
卒。▶2008年の町長選挙で
「語ろういいで、ひろがる未
来」を政策スローガンに、「に
ぎわい再現」「人口減少に歯止
めを」などの公約を掲げ初当
選。

▶置賜広域病院組合副管理者、
置賜広域行政組合理事、西置
賜行政組合副管理者、全国中
山間地域振興対策協議会理
事・同協議会東北支部協議会
副会長、「日本で最も美しい
村」連合理事、町第３セク
ター４社の代表取締役
 酸酸 （平成24年10月末時点）

プロフィール
P r o f i l e 飯

豊
町
長

　

後
藤
幸
平
氏



広報いいで 2012/11/85

格
化
と
大
量
生
産
、
情
報
通
信
の
飛
躍

的
な
発
展
と
物
流
改
革
な
ど
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
経
済
展
開
が
社
会
を
支
え
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
住
民
生
活
は
、
都

市
も
農
村
も
飛

躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
間
、
農

山
村
に
は
人
口

減
少
や
少
子
高

齢
化
過
疎
化
の

進
行
と
い
う
深

刻
な
課
題
が
残

り
ま
し
た
。
こ

の
農
村
社
会
の

縮
小
を
こ
の
ま

ま
容
認
せ
ず
、

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
力
回
復
を

め
ざ
す
、
そ
れ
が
「
ふ
る
さ
と
新
時
代
」

で
あ
る
と
、
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
「
に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
が
議
論
と
行
動
の
あ
と
に
到

達
し
た
「
課
題
解
決
型
の
に
ぎ
わ
い
創

出
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
注
目
し
た

い
で
す
。
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
人
が
集
ま
る
、
活
力
が
生

ま
れ
る
と
い
う
こ

と
、
瞬
間
的
な
も

の
に
と
ど
ま
ら
な

い
持
続
的
、
日
常

的
な
活
力
が
生
ま

れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
目
標
へ

の
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
が
、
仕
事
で

あ
り
生
き
が
い
に

な
る
と
い
う
展
開

の
中
に
、
飯
豊
町
の
魅
力
を
充
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

い
て
、
住
民
と
行
政
が
両
輪
と
な
っ
て

共
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

　
「
語
ろ
う
い
い
で
、
ひ
ろ
が
る
未
来
」
か
ら
「
発
見
、
創
造
、
ふ
る
さ
と
新
時
代
」
へ

発
見
、
創
造
、

ふ
る
さ
と
新
時
代

 
こ
れ
か
ら
の
主
要
政
策

○
語
り
合
う
町

・
各
地
区
の
住
宅
地
造
成
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備

・
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
を
自
律
軌
道
へ

・
懸
案
道
路
整
備
促
進
、
Ｒ　

高
規
格
化

113

・
男
女
の
出
会
い
と
婚
活
、
結
婚
勧
奨
事
業

・
空
家
の
解
消
事
業

・
行
財
政
改
革
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

○
耕
す
ま
ち

・
再
生
可
能
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
活
用

・
仕
事
の
学
校
と
産
業
の
六
次
化
事
業

・
過
疎
地
再
生
の
た
め
の
農
村
都
市
交
流
事
業

・
土
地
利
用
型
プ
ラ
ス
果
樹
な
ど
新
作
目
振

　

興
「
農
業
の
芥
川
賞
」
事
業

・
特
産
品
開
発

・
町
内
産
業
振
興
、
工
場
用
地
確
保
支
援

・
村
の
生
活
共
同
組
合
事
業

○
育
て
る
ま
ち

・
就
学
前
児
童
の
環
境
拡
充
と
幼
稚
園
保
育

　

園
の
一
元
化

・
教
育
環
境
整
備
、
文
教
政
策
強
化

・
飯
豊
分
校
敷
地
の
活
用
計
画

・
歴
史
、
芸
術
文
化
活
動
と
振
興
対
策

・
萩
生
城
址
公
園
の
整
備

・
め
ざ
み
の
里
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り

・
消
防
分
署
の
新
築
と
防
災
対
策
の
強
化

・
お
い
し
い
水
の
供
給
と
河
川
の
蘇
生

・
在
宅
介
護
支
援
事
業

・
障
が
い
者
福
祉
事
業
を
充
実

・
常
勤
医
師
２
名
体
制
を
確
立

 
２
期
目
を
迎
え
て

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
あ
た
り
２
期
目

の
出
発
点
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ
ず
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
「
発
見
、

創
造
、
ふ
る
さ
と
新
時
代
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
１
期
目
は
、
町
民
の
言
葉
の
中

に
こ
そ
町
の
課
題
と
将
来
へ
の
展
望
が

あ
る
と
の
確
信
か
ら
「
語
ろ
う
い
い
で
、

ひ
ろ
が
る
未
来
」
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
踏
襲
し
つ
つ
、

蓄
積
さ
れ
た
町
の
ス
ト
ッ
ク
を
再
発
見

し
、
よ
り
前
向
き
に
創
造
的
な
視
点
で
、

新
た
な
も
の
を 
創 
り
だ
す
、
第
２
段
階

つ
く

に
入
ろ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
象
徴
さ
れ
た

世
界
同
時
不
況
や
平
成　

年
３
月　

日

23

11

の
大
震
災
を
体
験
し
た
い
ま
、
小
さ
な

エ
リ
ア
で
の
持
続
可
能
性
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
実
現
す
る
か
が

政
策
の
原
動
力
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
や
な
り
わ
い
が
身
近

な
エ
リ
ア
で
循
環
し
て
い
た
時
代
か
ら
、

高
度
成
長
期
を
経
て
、
社
会
は
大
き
く

変
化
し
、
分
業
化
と
生
産
の
集
中
、
規

２期目の抱負

飯 豊 町
The Iide Town's Mayer 
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地
域
防
災
の
基
本
を
確
認

　
　

月　

日
、
中
津
川
小
中
学
校
グ
ラ

10

14

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
町
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、
長
井

盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源
と
し
た
直
下

型
地
震
を
想
定
し
て
実
施
。

　

中
津
川
地
区
住
民
、
消
防
団
員
、
応

急
手
当
普
及
員
、
災
害
時
応
援
協
定
業

者
や
消
防
団
協
力
事
業
所
な
ど
約　

名
300

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
地
震
で
道
路
が
遮
断
さ

れ
、
集
落
が
孤
立
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

衛
生
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
避
難
状
況
、
危

険
個
所
の
情
報
や
必
要
物
資
の
把
握
な

ど
、
災
害
対
策
本
部
と
集
落
間
で
、
衛

星
通
信
を
使
い
迅
速
に
情
報
が
や
り
取

り
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
到
着
が
困
難
な
場

合
を
想
定
し
、
応
急
手
当
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
演
指
導
に
当
た
っ
た
応

急
手
当
普
及
員
は
、
負
傷
者
役
と
な
っ

た
住
民
を
モ
デ
ル
に
、
手
当
の
手
順
と

そ
の
効
果
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
避
難
所
設
置
訓
練
や
消

防
訓
練
な
ど
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
町
長
は
「
多
く
の
住
民
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
有
意
義
な
訓
練
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
共
に
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
防
災
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

町総合防災訓練

指定避難所（中津川小中学校）に避難する住民たち災害時の火災を最小限に食い止める「初期消火訓練」

直下型地震に
備えよ！

2012.10.14
飯豊町総合防災訓練



広報いいで 2012/11/87

負傷者を助け出し、保護・治療する「救出救護訓練」。
災害発生時の 共助 の要「自主防災組織」による負傷者の搬送

きょうじょ

施設名所在地
 飯豊町立第一小学校（校庭）萩生
 町民総合センター「あ～す」駐車場
 福祉の里めざみ東側・西側駐車場椿
 介護老人保健施設美の里駐車場
 道の駅いいで「めざみの里観光物産館」
 西側駐車場

松原

 町営手ノ子スキー場駐車場
手ノ子

 飯豊町立手ノ子小学校（校庭）
 高峰地区多目的集会施設高峰
 白川ダム湖岸公園数馬
 農業体験サポートセンター宇津沢
 飯豊町立中津川小中学校（校庭）

上原
 飯豊町雪室施設
 飯豊町岳谷親水公園岩倉

　救急医療の医師と看護師が搭乗し、一刻も早く患者
に救命治療を行う医療専用のヘリコプター（ドクター
ヘリ）が11月15日に就航します。

　山形県ドクターヘリは、基地病院（県立中央病院）
に常駐し、消防機関からの出動要請に基づき、直ちに
救急医療の医師と看護師が搭乗し救急現場に駆けつけ、
必要な救命治療を行った後、地域の拠点病院等に搬送
します。
　県内全域をほぼ30分でカバーすることができ、毎日
運航します。機体が小型のため、救急現場付近のラン
デブーポイントに離着陸することができます。

Ｑドクターヘリを利用した場合の費用は？
Ａ：費用はかかりませんが、救急現場やドクターヘ

リ内などで治療に要した医療費については、通
常の医療費と同様に請求されます。

○Ｑ＆Ａ

○町内のランデブーポイント

Ｑドクターヘリは 誰 でも要請できますか？
だれ

Ａ：一般の方は直接ドクターヘリを要請できません。
119番通報を受けた消防機関が、患者の重症度
などを判断して、基地病院に出動要請します。

県ドクターヘリ就航
～救急現場でいち早い救命～

　皆さんの足元には「長井盆地西縁断層」が
あります。白鷹町から長井市を通り飯豊町ま
での約25㎞の活断層です。
　この断層に、朝日町の常磐断層や、米沢市
の米沢盆地西縁断層などを含めた約51㎞にも
及ぶ帯状の断層を「長井盆地西縁断層 帯 」と

・

呼びます。
　地震が発生すれば、ほぼ置賜全域で被害を
受けることになります。

○町を貫く活断層

数値で見る危険度

　地震の規模：マグニチュード７.７程度
　地震発生確率：30年以内、0.02％以下 
　　　　　　　　50年以内、0.04％以下
　　　　　　　　100年以内、0.10％以下

　地震調査研究推進本部による「長井盆地西
縁断層 帯 の長期評価について」より

・

　　　　　　　　　　　（平成17年２月公表）

※ランデブーポイントとは、傷病者を乗せた救急
車とドクターヘリが合流する臨時離着陸場です。

　　　　　健康福祉課健康医療室　緯86―2338　内線211　
　　　　住民税務課生活環境室　緯72－2111　内線132

※

問合せ先

イメージイメージ図図
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月　

日
と　

日
の
両
日
、
町
内
の

10

27

28

５
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
発
表
、
も
ち
つ
き
大
会
、
映
画
上

映
、
売
店
な
ど
、
地
区
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の

お
客
さ
ま
が
訪
れ
、
文
化
を
通
し
た
交

流
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。　

日
に

28

は
、
５
地
区
公
民
館
の
合
同
企
画
に
よ

る
「
文
化
祭
巡
り
ツ
ア
ー
バ
ス
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

地
区
文
化
祭

フラのリズムと柔らかなほほ笑みで、
会場は南国ムードに包まれた／中部

祭りの定番もちつき！ 臼 と 杵 が登場す
うす きね

れば、そこは黒山の人だかり／西部
添川産そば粉100％。地元そば打ち名
人の山盛り板そばは大人気／東部

催し
program

むいたリンゴは参加賞「リンゴの皮む
き競技」／白椿

約100名による長～い巻き寿司づくり。
長さは45ｍを越えた／中津川



広報いいで 2012/11/89

　今年の中津川地区文化
祭は、中津川小中学校が
参加する最後の文化祭。
児童生徒は「ぶちあわせ
太鼓」演奏や総合学習発
表などを行った。
　閉祭式では、今の自分
たちの自信の源となった
経験を一人ひとり発表。
運動会で最高の応援がで
きたことを発表した 鴫  原 

しぎ はら

 咲  佳 さんは、ポンポンを
さき か

両手に持ち「ありがとう
中津川」と感謝の気持ち
を会場に詰めかけた地域
の方々へ表わした。
　生徒会長の高橋 未  咲 君

み さき

は「今までの成果と新し

い自分への Ｊ  Ｕ  Ｍ  Ｐ をど
ジ ャ ン プ

のように表現し、どうす
ればこれまで支えていた
だいた方々へ感謝の気持
ちを伝えられるかを、考
え練習を重ねてきまし
た」と述べた。
　最後に、生徒全員が手
をつなぎ、高々と力いっ
ぱいの Ｊ  Ｕ  Ｍ  Ｐ 。地域の

ジ ャ ン プ

方々と仲間に支えられな
がら経験したことすべて
が、今の彼らの自信に
なったことを感じさせる
 Ｊ  Ｕ  Ｍ  Ｐ でした。　
ジ ャ ン プ

　たくましく成長した子
ども達に、会場から盛大
な拍手が送られました。

「ＪＵＭＰ！ ～みなぎる自
信・輝く未来へ～」

団子の木につるされたカラフルなひょうた
ん／西部

「あら若いごど」。昔話に花が咲
く懐かしい写真／中津川

第二小６年生が紙粘土で作り上
げた「12年後の自分」／白椿

フワフワの毛並みと気ままなしぐさが愛く
るしい猫の人形／東部

整然と並んだ様が美しい天井飾
り／中部

感謝

　文化祭会場に展示されて
いた品々。地区ごとに特色
ある作品が並ぶ。

展示
exhibits

クローズアップ
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線222

　10月13日、東部地区公民館で、東部地区子ども会
育成会連絡協議会（伊藤 賢 会長）主催の芋煮会が行

さとし

われました。添川小学校児童約50名が参加し、協議
会役員から、ナタを使った薪の割り方や包丁の使い
方などを教わりながら芋煮を作りました。一通り芋
煮を食べ終えると、カレーうどんにアレンジしたり
炭火でサツマイモを焼いたりと、次々と飛び出す新
たな“お楽しみ”に子供たちは大喜びでした。

うまさ倍増、かまどで芋煮

添川小学校全校児童で芋煮会

　10月17日、キララ☆トレッキングクラブが、森林
セラピストの案内で小国町 温  身  平 を散策しました。

ぬく み だいら

カラフルなウェアに身を包んだ山ガールなど町民約
15名が参加し、湧水の飲み比べや樹幹を流れる水の
音を聴診器で聞く体験などをしながら、木漏れ日が
差す登山道を和気あいあいと散策しました。参加者
たちは「五感から森を吸収できた」「自然に癒され
た」などと笑顔で話し合っていました。

気軽に歩いてリフレッシュ

キララ☆トレッキングクラブ温身平森林散策

　10月２日、西置賜地区現職教育協議会の研修会が、第二小
学校で行われ、教員約30名が６年生の英語活動の授業を見
学しました。児童たちは、ホールに作られたスモール飯豊
町を舞台に、お気に入りスポットまで、級友を英語で案内。
到着すると「なぜ（お気に入り）？」の質問。学校の写真に
到着したペアは「友達と会えるし、いろんなことが学べる
から」と答えていました。教員たちは、生き生きとコミュ
ニケーションを楽しむ授業に、高い関心を寄せていました。

英語でコミュニケーション

西置賜地区現職教育協議会小学校英語活動特別専門部研修
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　10月16日、あ～すで、町老人クラブ連合会（伊藤幸
雄会長）による町高齢者体育レクリエーション大会
が開かれました。町内全域から約300人が参加し、地
区ごとに11チーム（萩生地区３チーム）に分かれて公
式ワナゲやゴム輪送りリレーなど多彩な種目で競い
合いました。まり入れ競技では、すべてのまりをかご
に入れるチームもあり、好プレーに会場からは大き
な拍手が送られました。優勝は東部地区高砂会でした。

あふれる元気！飛び交う笑顔

　10月25日、物産館で、こくわワイン新酒試飲会が
行われました。こくわワインの魅力とその年の出来
を五感で感じてもらおうと、こくわワイン販売促進
会議（佐藤 千  寿 会長）が毎年開催。生産者、販売店

せん じゅ

主、町内のワイン好きなど約100名が参加。本来の
こくわワインと発砲性のこくわスパークリングワイ
ンを堪能。「スパークリングワインは甘さとさっぱ
り感が絶妙なバランス。飲みやすい！」と大好評。

 琥  珀 色に乾杯！
こ はく

Topics 町の話題

町高齢者体育レクリエーション大会2012年産飯豊町こくわワイン新酒試飲会

凝らした趣向に拍手喝采！

　10月10日から12日にかけて、中津川地区で、都市部企業の
人材育成担当者ら25名が参加し、農都交流型ツーリズムモ
ニターツアーが行われました。農山村と企業が抱える課題
を、双方が持つ強み

毅 毅

を生かして解決策を探るため、JTB法
人東京と町が実施。参加者から「会話力低下が企業課題。作
業と時間を共有することで無意識に会話が生まれる。飯豊
までの移動などのマイナス面を補い、飯豊の魅力と独自性
を磨き上げ、情報発信することが必要」との意見が出ました。

農村資源を人づくりに 活 かす
い

農都交流型ツーリズムモニターツアー

　10月21日、あ～すで、芸能発表会が行われました。町内
の16団体延べ80名が出演。詩吟、日本舞踊、カラオケなど、
多種にわたり日頃の練習の成果を披露しました。曲に合わ
せたスライド映写など各団体の一工夫加えた演出に、会場
は大いに盛り上がりました。中でも、長持ち唄に合わせた
演出には大喝采。婚約中のカップルが花嫁行列で登場し、
三々九度の祝いの儀式を行うと、満員の客席からは割れん
ばかりの拍手が送られました。

町芸能発表会
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ふれあいグラウンド・ゴルフ大
会　　　　　　（スワンパーク）

置賜農業高等学校飯豊分校校内
プロジェクト発表会 （あ～す）

消防団第４分団第３部、第４部と住
民による合同訓練  (小白川公民館）

親子健康教室　　　　　　　　
　　　　　　（中部地区公民館）

町ゲートボール大会　　　　
（萩生城址公園内ゲートボール場）

みらい館ミニ運動会　　　　　
　　　 　　  （こどもみらい館）

町柔道大会　　　             　　
　（スポーツセンター柔剣道場）

山新おしどり金婚さん顕彰記念
品贈呈式　　 　　　 （あ～す）

おやこであそぼう　　　　　　
　　　　　　　　　　（あ～す）

町駅伝競走大会　　　　　　　
　              　　　　　（椿地内）

東部少年教室わら細工学習　　
　　　　（東部地区公民館長宅）

「まちかどNEWS」で紹介しきれない地域
のできごとを１枚の写真でご紹介します

まちかどまちかどまちかど

スナップショットスナップショットスナップショット
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中
津
川
収
穫
の
秋

Topics 町の話題

　

肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
、
地
域
の
方
と
の
会
話
に
は

雪
の
話
題
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
こ
と
と
な
る

雪
深
い
中
津
川
の
冬
は
、
楽
し

み
で
も
あ
り
、
不
安
で
も
あ
り

ま
す
。

 　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
9
月

か
ら
始
ま
っ
た
稲
刈
り
で
は
、

刈
り
取
っ
た
稲
を
干
す
た
め
の

「
は
せ 
掛 
け
」と
い
う
昔
な
が
ら

が

の
方
法
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
作
業
中
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、
落
ち
た
稲
穂
を
拾
っ
て
い

る
姿
に
、
大
切
に
育
て
て
き
た

お
米
を
無
駄
な
く
い
た
だ
こ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
え
、
改
め
て

食
の
大
切
さ
を
感
じ
、
私
も
自

然
と
落
ち
た
稲
穂
を
拾
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
の

方
た
ち
と
苦
労
し
て
掛
け
た
お

米
が
ど
ん
な
味
な
の
か
、
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
え
る
こ
と
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
私
の
畑
で
は
サ
ツ
マ

イ
モ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で

育
て
た
野
菜
は
格
別
な
お
い
し

さ
で
し
た
。
家
族
や
友
人
に
も

お
い
し
さ
を
共
有
で
き
る
野
菜

を
育
て
る
こ
と
は
、
本
当
に
や

り
が
い
の
あ
る
作
業
で
す
。
ま

だ
ま
だ
収
穫
予
定
の
野
菜
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
大
地
の
恵

み
に
感
謝
を
し
な
が
ら
収
穫
し
、

大
切
に
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
今
回
の
稲
刈
り

の
よ
う
に
様
々
な
こ
と
を
学
び

な
が
ら
残
り
の
期
間
を
充
実
し

た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

発信鋸

佐

々

木 
 
大  
依 

と
も 

え

出
身
地
／
岐
阜
県
笠
松
町

（敬称略）

　10月15日、県庁知事室で山形県商工観光功労者表彰式が行われ、
多年にわたり県産業に携わり業界の発展と地域経済の活性化に功
労のあった８個人に、表彰状が贈られました。本町からは鈴木忠
好町商工会長が表彰を受け、受賞者を代表して謝辞を述べました。
　鈴木会長は、商工会の運営と各種団体の推進役として地域振興
基盤の確立に大きな実績を残すとともに、組織強化に尽力されま
した。平成18年度に買い物弱者への支援事業の創設、平成20年度
には地域住民との共同による新たな商店経営組織づくり事業など
に着手し、商工業の発展に尽力されました。

山形県商工観光功労者表彰

◆町総合体育大会
鴨ゲートボール
陰小白川　隠椿　韻黒沢

鴨グラウンド・ゴルフ【団体男子】
陰萩生　隠東部　韻手ノ子

鴨グラウンド・ゴルフ【個人男子】
陰飯澤功明  隠橋本清  韻髙橋利広

鴨グラウンド・ゴルフ【団体女子】
陰萩生　隠椿　韻小白川

鴨グラウンド・ゴルフ【個人女子】
陰鈴木栄子  隠二瓶ちよ  韻佐野熱子
鴨パークゴルフ【男子】
陰飯澤功明  隠井上克夫  韻粕川孝男
鴨パークゴルフ【女子】

陰二瓶ちよ  隠佐藤良子  韻渡部きよ
鴨柔道個人／小学低学年の部
陰伊藤柊馬  隠長沼駿吾  韻塚田兆

鴨柔道個人／小学高学年の部
陰鈴木優也　隠伊藤康平
韻伊藤優馬　韻長沼有紀

鴨柔道個人／中学軽量の部
陰嶋貫雄大　隠塚田朝陽
韻大場圭吾　韻山口裕輝

鴨柔道個人／中学重量の部
陰山口拓毅　隠髙橋慎吾
韻伊藤拓馬　韻伊藤康隆

鴨柔道個人／高校・一般の部
陰小松光　　隠井上侑太
韻樋口兼光　韻伊藤和範

◆中学生新人南ブロック大会
鴨卓球
　男子シングルス　韻加藤宏基

　女子シングルス　韻加藤由季乃
鴨柔道
　男子81㌔級　韻山口拓毅
◆置賜地区中学生体重別柔道大会　
鴨男子66㌔級　韻髙橋慎吾
◆長井地区防犯作品コンクール
鴨小学校ポスターの部　佳作／志田翔
鴨小学生標語の部　佳作／櫻井渚月
◆置賜地区衛生組織連絡協議会長表彰
鴨団体の部／添川小学校環境委員会
◆東北管区警察局長・東北交通安全
協会長連名表彰
鴨交通功労者／髙橋忠雄
◆全日本交通安全協会長表彰交通栄
誉章「緑十字銅章」
鴨交通安全功労者／土田達雄
◆置賜地区社会人ソフトボール大会
隠財津堂ソフトボールクラブ
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【
材
料
】

◇
も
ち
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
升

◇
味
噌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
450

◇
砂
糖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
亂

◇
ク
ル
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
500

◇
ゴ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
宜

【
作
り
方
】

虚
も
ち
米
を
一
晩
う
る
か
し
、
ざ
る
に
あ
げ

て
水
を
よ
く
切
り
、 
挽 
い
て
粉
に
す
る
。

※

許
鍋
に
味
噌
を
入
れ
、
焦
が
さ
な
い
程
度
に

炒
り
、
砂
糖
を
加
え
て
煮
詰
め
、
た
れ
を

作
る
。

距
①
と
②
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い

の
固
さ
に
な
る
ま
で
こ
ね
る
。

鋸
③
を
好
み
の
大
き
さ
に
丸
め
て
、
中
に
ク

ル
ミ
を
入
れ
る
。

漁
④
を
笹
の
葉
に
の
せ
、　

分
程
度
蒸
か
す
。

30

そ
の
上
に
ゴ
マ
を
か
け
て
出
来
上
が
り
。

※
製
粉
機
が
な
い
場
合
は
、
市
販
の
も
ち
米

粉
で
も
代
用
で
き
ま
す
。

手
づ
く
り
ゆ
べ
し

モ
ッ
チ
リ
食
感
と
ほ
ど
よ
い
甘
さ
が
魅
力

冷
凍
庫
で
保
存
が
で
き
、
い
つ
で

も
蒸
か
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

中
津
川
地
区
で
昔
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
ゆ

べ
し
で
、
お
客
さ
ま
へ
の
お
も
て
な
し
の
一

品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
私
も
母

や
祖
母
か
ら
教
わ
り
、
ま
さ
に
「
お
ふ
く
ろ

の
味
」
で
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
作
り
方
③
の
こ
ね

る
固
さ
で
す
。
こ
ね
す
ぎ
る
と
出
来
上
が
り

が
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
固
い
と
思
っ

た
と
き
は
、
少
し
水
を
加
え
て
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
逆
に
こ
ね
る
の
が
足
り
な
い
と
ゆ
る

く
な
っ
て
形
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
初

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
度
か
試

し
て
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

作
り
方
④
で
で
き
た
も
の
は
、
ラ
ッ
プ
に

包
み
冷
凍
保
存
が
可
能
で
す
。
い
つ
で
も
食

べ
た
い
と
き
に
蒸
か
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
茶
請
け
と
し
て
重
宝
し
ま

す
。
ま
た
、
蒸
し
上
が
っ
た
ば
か
り
の
熱
々

の
ゆ
べ
し
も
独
特
の
味
わ
い
と
食
感
が
あ
っ

て
お
い
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

中津川地区
食生活改善推進員
横山あい子さん

Cooking料理
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Child & Book 子育てと図書

episode

「あいさつと返事は家庭から」

出来て当然は、今は昔

　ある講演会に参加した時、講師の先生が「社会
人になって６カ月以内に離職する子の多くは、 挨 

あい

 拶 ・返事ができない子」だと言うのです。職場の
さつ

上司や先輩・同僚に挨拶ができない、上司から呼
ばれても指示されても返事ができない、自分がミ
スを犯した時には謝れない。このように、職場で
コミュニケーションがとれずに、自分から辞めて
いくというのです。
　高校生になってから「挨拶や返事をしなさい」
と言われても、幼い時から身に付けなければでき
るはずがありません。挨拶や返事は、教えられる
ものではなく、家庭の中で交わしながら身につい
ていくものだと思います。その為にもまず大人が
見本になっていかなければ。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

11月14日我 10：30～　あそびの広場
　　16日画 10：30～　親子交通教室
　　21日我 10：30～　かんがるー広場・避難訓練
　　30日画 10：30～　保健師さんの指導
12月２日蚊 10：0０～　おきたま子育て応援フェスタ
　　４日峨 10：30～　クリスマスツリー飾り　
　　５日我 10：30～　おはなし広場
　　８日臥 10：30～　ブックスタート
　　12日我 10：30～　かんがるー広場
　　14日画 10：30～　栄養士さんの指導
　　19日我 10：30～　避難訓練
　　20日牙 10：30～　クリスマス会

（11月・12月の日程）

●開館時間　　午前９時～午後５時
●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00、13：00～17：00

今月の

おすすめ図書
林真理子／著　新潮社

ＷＨ０のメディカル・オフィサーと
して働く志帆子。東京、ジュネーブ
などを舞台に、複雑な問題を抱える
医療の現場で、鮮烈に生き抜く女性
の姿を描く、衝撃のメディカル・ロ
マン。

アスクレピオスの愛人

一般図書

幸福な田舎のつくりかた
地域の誇りが人をつなぎ、小さ
な経済を動かす
金丸弘美／著　学芸出版社

地域の豊かさを自らの手で見つけ、
様々な資源や人をつなぐ。自分たち
の価値観を発信し、共感を呼んでい
る地域を取材。地方を元気にする
トップ・ランナーを多数紹介する。

一般図書

月の満ちかけ絵本
大枝史郎／文　佐藤みき／絵　
あすなろ書房

新月から明けの三日月までの、月の
満ちかけのしくみを一目でわかるよ
うに紹介。月と宇宙の豆知識も学べ
ます。親子で学べるユニークな「月
観察」絵本です。

きょうりゅう
かぶしきがいしゃ
富田京一／作　古沢博司・山本聖士／絵
ほるぷ出版

もしも、現代に恐竜が生きていた
ら？ 恐竜の会社があって、みんなの
役に立っていたかも…。リアルなイ
ラストで描いた楽しい空想・恐竜絵
本。恐竜の生態も学べます。

要予約

要予約

児童図書

児童図書
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆ピーアール
　若柳流は日本舞踊の流派の一つで、手振りの
多さが特徴的な品のある舞踊と評されています。
　 若  柳  流 飯豊会の発足は昭和49年。町芸能発

わか やぎ りゅう

表会や地区文化祭での発表やボランティアで介
護福祉施設などで踊りを披露しています。時折、
祝いの席に招かれ 八  千  代  獅  子 などの祝賀の舞を

や ち よ じ し

披露することもあります。若柳流の品を大切に
しながらも、古典舞踊に固執せず、時代に合わ
せた新舞踊にも取り組んでいます。「楽しく長
く踊りを続けられるように、踊り手の個性に
合った演目を交えた練習をしています」と米野
さんは話します。 直  派  若  柳  流 飯豊会

じき は わか やぎ りゅう

◆会長・指導者／米野キヨ子さん（萩生）
　　　　　　　　名取り名：若柳 紫  穂 

し ほう

◆会員／５名
◆練習日時／月４回（会員都合に合わせた時間）
◆会員募集対象
経験・年齢・性別・住所問わず誰でも

米野さんにとって
日本舞踊とは…

●直派若柳流飯豊会への入会・見学などのお問い合わせは、お知り合いの会員の方、もしくは米野キヨ子会長まで志72―3821

Club & Essayクラブ紹介と随想

滑米野キヨ子さん

心と体を刺激し、
絶えず次の目標を与えて
くれるもの

「
ミ
ス
テ
リ
ー
」

　

後　

藤　

幸　

平

郷

　

過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
続
く
。
次
か

ら
次
へ
と
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
的
確
に

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
、
デ
ー
タ
に
誤

り
は
な
い
か
、
専
門
家
の
意
見
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
か
、
常
に
総
合
的
な
情
況
分

析
の
上
に
、
正
し
い
方
針
を
決
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
絡
ん
だ
糸
が
ほ
ぐ
れ
、
視

界
が
広
が
り
、
良
い
方
向
に
展
開
し
て
行

く
。
そ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
人
間
の
能
力
は
万
能
で
は
な

い
。
膨
大
な
情
報
、
す
さ
ま
じ
い
速
さ
で

動
く
社
会
、
総
合
的
な
情
況
の
掌
握
に
は
、

限
度
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
す
べ
て
を
把

握
す
る
こ
と
な
ど
は
、
は
じ
め
か
ら
不
可

能
な
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
何
か
一
つ
の
尺

度
を
求
め
る
こ
と
が
事
態
を
解
決
に
導
い

て
行
く
。

　

や
ま
び
こ
学
校
で
生
活
つ
づ
り
方
運
動

を
指
導
し
た 
無
着 

む
ち
ゃ
く 

成
恭 
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー

せ
い
き
ょ
う

ド
を
以
前
読
ん
だ
。
子
供
た
ち
に
自
由
に

三
角
形
を
書
か
せ
切
り
抜
く
。
そ
の
三
つ

の
角
を
合
わ
せ
る
。
す
る
と
ど
ん
な
三
角

形
も
一
直
線
に
並
ぶ
。
三
角
の
和
は
百
八

十
度
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
無
着
先
生

は
教
え
る
の
で
あ
る
。「
君
た
ち
が
気
ま

ま
に
書
い
た
三
角
も
、
ど
ん
な
偉
い
人
が

書
い
た
三
角
も
み
な
一
線
に
並
ぶ
、
百
八

十
度
に
な
る
。
こ
れ
が
真
理
と
い
う
も
の

だ
。
複
雑
な
多
面
形
だ
っ
て
三
角
の
定
理

を
知
っ
て
い
れ
ば
測
る
こ
と
が
出
来
る
」。

そ
う
指
導
し
た
。

　

先
日
、
中
地
区
で
地
域
づ
く
り
座
談
会

と
に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
が
あ
っ
て
、
中
村

観
音
ほ
と
け
山
か
ら
北
の
方
角
に
あ
る

「
か
ら
堀
」の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
野

川
か
ら
豊
富
な
水
を
引
こ
う
と
水
路
の 
開 かい

 
鑿 
に
挑
ん
で
か
な
わ
ず
、
指
導
者
が
犠
牲

さ
くと

な
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
史
跡
の
存
在

で
あ
る
。
い
ま
で
は 
鬱  
蒼 
と
し
た
林
の
中

う
っ 
そ
う

に
あ
り
訪
れ
る
人
も
い
な
い
。
あ
れ
ほ
ど

の
掘
割
の
工
事
が
な
ぜ
失
敗
に
終
わ
っ
た

の
か
、
偉
業
に
挑
ん
だ
指
導
者
が
な
ぜ
処

刑
さ
れ
た
の
か
、
謎
が
多
い
。
そ
こ
に
秘

め
ら
れ
た
真
実
と
は
何
か
。

　

人
々
の
行
い
と
足
跡
。
一
つ
の
尺
度
で

は
計
り
知
れ
な
い
情
念
の
重
な
り
に
、
戸

惑
い
も
あ
り
感
動
も
あ
る
。
三
角
の
定
理

も
あ
れ
ば
、
正
義
が
必
ず
し
も
通
ら
な
い

道
理
も
あ
る
。
真
実
は
一
つ
と
は
限
ら
な

い
。
社
会
は
ま
さ
に
ミ
ス
テ
リ
ー
の
世
界

で
あ
る
。
そ
れ
を
混
乱
や
苦
悩
と
読
む
か
、

未
知
へ
の
好
奇
と
読
む
か
。
も
ち
ろ
ん
後

者
で
あ
る
。

日 本 舞
 踊
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１．両手同時に「グー・チョキ・パー」を繰り返す

２．両手同時に「パー・グー・パー・チョキ」を繰り返す
　　（慣れてきたらパーの時に手をたたく）

３．右手は「パー・グー・パー・チョキ」の順序で、
　　左手は「パー・チョキ・パー・グー」の順序で同時に出す

  
指
体
操
で
脳
の
活
性
化

　

７
月
か
ら
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
家
で
で

き
る
簡
単
運
動
」
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
指
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。
指
先
を
動
か
す
こ
と
は
血
行
を
促
進

し
体
が
温
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
頭
で
考

え
な
が
ら
指
を
動
か
す
こ
と
は
、
脳
の
活

性
化
に
も
効
果
的
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
た
つ
に
あ
た
り
な
が
ら
や
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

Karte⑰ 

health column

健康に関する身近なテーマを２つ取り上げて、

H E A L T H

皆さんの健康づくりを応援します。

健康福祉課からの健康コラム

 
受
動
喫
煙
と
は

　

た
ば
こ
の
煙
に
は　

種
類
以
上
の
有

200

害
物
質
が
含
ま
れ
、
中
で
も
ニ
コ
チ

ン
・
タ
ー
ル
・
一
酸
化
炭
素
は
、
三
大

有
害
物
質
で
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
が
、
た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
（
副

流
煙
）
や
喫
煙
者
の
吐
き
出
す
煙
（
呼

出
煙
）
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
受

動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。

※
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
煙
は
、
主
流
煙
と
言
い
ま
す
。

  
主
流
煙
よ
り
怖
い
副
流
煙

　

主
流
煙
は
、
燃
焼
温
度
の
高
い
部
分

で
発
生
し
、
た
ば
こ
の
内
部
や
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
過
す
る
の
に
対
し
て
、
副
流

煙
は
燃
焼
温
度
が
低
い
た
め
、
主
流
煙

に
比
べ
て
有
害
物
質
が
高
い
濃
度
で
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

 
受
動
喫
煙
の
害

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
と
っ
て
、
た

ば
こ
の
煙
は
不
快
と
感
じ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
が
ん
、
心
臓
疾
患
や
呼
吸
器

系
疾
患
な
ど
の
様
々
な
疾
病
の
危
険
が

高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
は
、
自
分
で
た
ば
こ
の

煙
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

周
り
の
環
境
に
極
め
て
受
動
的
で
す
。

さ
ら
に
呼
吸
器
や
中
枢
神
経
な
ど
が
発

達
途
上
で
あ
る
た
め
、
身
体
的
な
影
響

を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
チ
ャ
レ
ン
ジ
禁
煙
！

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、「
別
室
で

吸
う
」「
換
気
す
る
」
程
度
の
分
煙
で
は
、

受
動
喫
煙
を
減
ら
せ
な
い
こ
と
や
、
換

気
扇
の
下
で
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で
、

有
害
物
質
が
室
内
に
拡
散
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

受
動
喫
煙
か
ら
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
人
を
守
る
た
め
に
は
禁
煙
が
最
も
効

果
的
で
す
。
保
険
が
適
用
さ
れ
る
禁
煙

外
来
な
ど
も
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

す
こ
や
か
川
柳
入
選
作
品（
低
学
年
の
部
）

・
こ
な
い
で
よ 
き
け
ん
な
け
む
り 
ぼ
く
の
そ
ば

　
　

第
一
小　

1
年　

す
ず
き　

よ
う
君

・
タ
バ
コ
や
め 
か
ら
だ
気
に
す
る 
パ
パ
が
す
き

　
　

第
一
小　

2
年　

山
口　

り
ゅ
う
き
君

・
た
ば
こ
や
め 
家
ぞ
く
み
ん
な
で 
い
い
え
が
お

　
　

第
二
小　

2
年　

ふ
な
山　

大
せ
い
君

・
友
だ
ち
の 
パ
パ
は
や
め
た
よ 
パ
パ
は
い
つ
？

　
　

添
川
小　

2
年　

え
ん
ど
う　

み
な
み
さ
ん

・受動喫煙
・脳の活性化

今 月 の
テ ー マ

厚
生
労
働
省
「
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り

問合せ先　健康福祉課　緯86―2233

副流煙主流煙凡例
（㎎/本）

0 5 10 15 20 25 30 35

一酸化炭素

アンモニア

ニコチン

タール
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

◆応募期限／12月７日㈮
◆試験日／12月15日㈯～16日㈰
◆試験内容／筆記試験・適正検査・身
体検査・口述試験
◆採用予定者数／50名程度
◆採用時期
　平成25年３月下旬または４月上旬
◆応募・問合せ先／自衛隊米沢地域事
務所緯0238―23―0011
※事務所は米沢地方合同庁舎（米沢市
金池3-1-39）に移転しました。

◆日時／１１月27日㈫ 13：30～15：30
◆会場／グランドホクヨウ（米沢市）
◆参加企業
　本社または就業場所が米沢または長
井公共職業安定所管内の企業30社
程度
◆対象者
　平成25年３月高等学校卒業予定者
◆申込・問合せ先／ハローワーク長井
緯84―8609

　子どもと楽しい時間を過ごすための
読み聞かせ実演研修会を行います。
◆日時／12月１日㈯ 10：00～11：00
◆会場
　町民総合センター「あ～す」研修室
◆実演者／南原アンデルセン（米沢市）
◆対象者／興味のある方はどなたでも
◆参加料／無料
◆申込期限／11月22日㈭
◆申込・問合せ先
町民総合センター「あ～す」
緯72―3111

　灯油などの油の使用が多くなる季節
です。次のことを守り、油流出事故を
防ぎましょう。
焔給油中は絶対にその場を離れない。
焔給油した後は必ず開閉バルブがきち
んと閉まっているか確認する。
焔タンクや給油管を定期的に点検する。
焔落雪や除雪時の配管の破損に注意す
る。

※油流出事故が起きたり、流出を発見
した場合は速やかに下記まで通報く
ださい。

◆連絡先／役場住民税務課生活環境室
緯72－2111内線132、消防署飯豊分
署緯72－2222

　山形大学音楽科卒業生で2011年に
結成したバイオリンとピアノのDuo
ユニット。クラシック、ポップス、童
謡、歌謡曲など幅広いジャンルのリク
エストにもお応えします。
◆日時／12月２日㈰ 13：00開演
◆会場／手ノ子スキー場かもしかロッジ
◆入場料／大人1,000円（ドリンクサー
ビス）中学生以下無料

◆問合せ先／手ノ子スキー場活性化組
合・寒河江緯090―7073―9148

　平成25年１月27日執行予定の県知事
選挙の立候補届出予定者説明会および
出納責任者事務説明会が開催されます。
◆日時／12月13日㈭ 10：00～
◆場所／県庁（山形市）
◆問合せ先／山形県選挙管理委員会
緯023―630―2081

　東京で開催される「農業フロンティ
ア2012」。全国各地から出展される
物品などの視察や、町とJTBで共同実
施している「都市と農村の連携ビジネ
スについて」の発表会があります。
◆実施日／12月１日㈯～２日㈰
◆予定行程
　１日：飯豊町発８：00→会場着13：30
　２日：会場発15：00→飯豊町着20：30
◆会場／東京ビッグサイト（江東区）
◆参加費／往復のバス料金は、飯豊町
地域雇用創造推進協議会が負担。
宿泊費、食費などの経費は、各自で
負担（宿泊施設の紹介可能）

◆申込締切／11月15日㈭
◆申込・問合せ先／飯豊町地域雇用創
造推進協議会・我妻☎87―0973

　町民手づくりのステージ、「“めざみ
の里”音楽祭」が開催されます。
　町内の学校や団体が合唱や鼓笛隊演
奏など多彩な発表を繰り広げますので
ご鑑賞ください。なお、一般席に限り
がございますので予めご了承願います。
◆日時／11月17日㈯
　開場13：00　開演13：20
◆会場／町民総合センター「あ～す」
　多目的ホール
◆内容／町内小中学校、さゆり保育園、手
ノ子幼稚園、町内音楽団体による発表
※フィナーレに町民歌「ラブリー・
ホームタウン～いつも心に～」を会
場全員で合唱

◆入場料／無料
◆問合せ先／町民総合センター「あ～
す」緯72―3111

陸・海・空
自衛官候補生募集

新規高卒者就職面談会

読み聞かせを
学んでみませんか

農業フロンティア2012
視察のお誘い

第17回“めざみの里”音楽祭

油流出事故に
ご注意ください

バイオリンとピアノの
クリスマスＬＩＶＥ

県知事選挙
立候補届出予定者等説明会
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Information お知らせInformation お知らせ

（10月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

横　山　秀　幸さん
可　野　聖　子さん

萩  　  生（宮  城  県    
梅　津　光　生さん
安　部　貴美子さん

手  ノ  子（長  井  市    
武　藤　信　博さん
髙　橋　　茜　さん

長  井  市（萩  　  生    
安　部　政　和さん
二　瓶　愛希菜さん

　  椿  　（高  畠  町    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  元　章（純　子菅 野　 雄 　 翔 く　ん

ゆう と

黒沢

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
66髙　橋 慶　一さん　沖　　中　
82中善寺 昭　夫さん　白川
100梅　津 萬次郎さん中北中
60渡　部 喜　良さん上原
90山　岸 富美惠さん中ノ目南萩生
96佐　藤 ちよ子さんひめさゆり添川

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。
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◆日時／11月16日㈮ 13：30～16：00
◆場所／山形国際交流プラザ（山形市）
◆内容
焔アコーディオンとギターの演奏
焔基調講演「ある日突然最愛の娘を奪
われて」～犯罪がその後にもたらす
もの～
◆入場料／無料
◆問合せ先／長井警察署警務課
　　　　　　緯84―0110

　在宅介護に励まれている方々の「仲
間づくり」と「息抜き」の場です。
◆日時／12月１日㈯ 10：00～13：30
◆場所／がまの湯いいで旅館
◆内容／講演、講座、昼食交流会
◆対象者／在宅にて要介護１以上の方
の介護に励まれているご家族の方
◆参加料／無料
◆申込方法／下記に電話で申し込み
◆申込・問合せ先／町地域包括支援セ
ンター緯86―2233

　６次産業化に取り組む農林漁業者を
支援します。
◆支援内容
焔農林水産物を使用した商品開発のア
ドバイスと指導
焔６次産業化法による総合化計画の認
定に向けたサポートとフォローアップ

焔研修会、交流会、個別相談会の開催
◆問合せ先／山形６次産業化サポート
センター（山形市緑町1―9―30）
　緯023―679―5081

　東北電気保安協会からのお願いです。
月に１度はテ
ストボタンを
押して漏電ブ
レーカーが実
際に動作する
か確かめてく
ださい。

　11月第２土曜日が「やまがた教育の
日」に制定されました。
　制定の趣旨は、『県民一人ひとりの
教育に対する関心と理解を深め、学校、
家庭および地域の連携・協力の下、本
県教育の充実に向けた取組みを推進す
ることにより、教育県山形の歴史を受
け継ぎ、「教育を支える文化・風土」を
はぐくむとともに、未来の山形を担う
心豊かでたくましい子どもたちを育成
する』です。
◆問合せ先／山形県教育庁総務課
　　　　　緯023―630―2692

　虐待を受けたと思われる子どもを見
つけたときや、ご自身が出産や子育て
に悩んだときは、ご相談ください。
◆相談窓口
焔「虐待かも」と思ったら
　緯0570―064―000
　※地域の児童相談所につながります
焔「虐待かな？」「子育てがつらい」と
　思ったら
　緯0570―011―077
　月～土曜日 10：00～17：00
焔子育て支援に関すること
　役場教育文化課子育て支援室
　緯72―2111内線163・167

犯罪被害者支援
県民のつどい

在宅介護者の集い

６次産業化を
サポートします

漏電ブレーカーの確認

「やまがた教育の日」制定

児童虐待防止推進月間
子育てに関する相談窓口

新人権擁護委員

　新たな人権擁護委員として、高峰
の髙橋敏夫氏が法務大臣から委嘱さ
れました。10月からその任に就か
れます。

10月分　　（　）内は対前月比

9転入2,408（   1）世帯数
12転出3,892（  -5）男人　

口
1出生4,143（  -4）女
7死亡8,035（  -9）計

人の動き
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萩生石箱遺萩生石箱遺跡跡

見て、触れて、感じる“縄文時代”

　昭和61年に復元した竪穴住居が老朽化した
ため、平成22年に萩生区協議会の役員が中心
となり新たな竪穴住居を復元しました。骨組
みには栗の木とナラの木を使い、藤のツルで
組み上げました。中に入ると、天井が高いた
め広さを感じます。石箱遺跡から歩いて数分
の中部地区公民館には、出土した土器や石器
を展示しています。
　竪穴住居については、ほとんどの方が学校
で学ばれたと思います。その実物が飯豊には
あるのです。多くの方に訪れていただき、先
人の知恵と苦労を“感じる”場になって欲し
いと願っています。　　

嘉 藤 幹 夫 さん

萩生区協議会長

（萩生）

　石箱遺跡は萩生轟川橋東方に位置し昭和

47年の発掘調査によって確認された。約

4,000年前の縄文中期から後期にかけての

遺跡で、直径５ｍ前後の円形の竪穴住居跡

１棟が発掘された。また数種の土器石器が

出土しており、一部は中部地区公民館に展

示してある。

　現在の復元竪穴住居は平成22年10月に

萩生区協議会の手によって完成した。竪穴

を掘り周溝をめぐらし炉を備え屋根は萱で

覆っている。竪穴の直径7.8ｍ、高さ約５

ｍのやや大きめの作りになっている。

　昭和49年11月、町の史跡に指定された。

解 説

萩生石箱遺跡
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

昭和49年度町指定史跡

写真／平成22年に建て替えした萩生石箱遺跡の竪穴住居。
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